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平成 22年 4月 16日 

羽曳が丘地区の皆さま 

お手元に届けますのでご覧ください。 

羽曳が丘町会連合会 

連 合 会 報 告 
（平成 22年 4月度理事会＝4月 10日・於：第一集会所） 

1． 新年度理事（町会長・自治会長）会を開催 

羽曳が丘 1 丁目～西 6 丁目およびグリーンヒル学園前自治会の１７町

会と羽曳が丘西北自治会、メゾン学園前自治会、羽曳が丘東自治会の各会

長 計２０名が参加されました。 

 まず宮原新会長から就任の挨拶と各役員、理事の自己紹介があり、続い

て新年度に際し、連合会の組織、会則、役員の職務などについて配付資料

に基づき詳細に説明しました。 

 

① 連合会役員・集会所管理人名簿は３ページの通りです。 

   役員の担当町会、職務分掌についても記載の通りです。 

② 連合会会則および運営についての細則の説明と今回一部改定案につい

て説明しました。会則の改定箇所は分担金の払い込み時期を５月（従

来４月）と１０月にすること、役員と会計監査の任期を３年から２年

にすることの２点で、整合性の点から数カ所の会則、細則の字句変更

の説明があり改定案は拍手で承認されました。 

③ 連合会役員・理事（および自治会長）の職務について 

役員・理事の職務は５ページの通りです。 

・「町会連合会役員・理事」の任務 

羽曳が丘町会連合会役員、理事（町会長、自治会長）は相互に協力して

理事会を構成し、地域全般に亙る住民の福祉と快適な住環境の整備などを

中心とした自治活動を推進する。但し、個別の町会活動については各町会

が主体的に対処する。  

・「市、行政上の区長」 

  町会長、自治会長は羽曳野市の「行政上の区長」として位置づけられて

いる。従って市主催の行事には極力参加する（オブザーバーの各自治会長

も同様に区長として参加願う）。 
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・「理事会」 

  町会連合会の理事会は原則として毎月第二土曜日開催。（８月、１月は

休会）但しその月の１２日以降の場合は第 1 土曜日に繰り上げる。緊急案

件が発生した場合は、臨時会議を開催する。 

・「市、広報」及び「連合会報告」等の配布 

  毎月発行される市の「広報」や理事会開催毎に発行される「連合会報告」

並びに連合会が認めた団体が適宜発行する広報紙等の配布に協力する。３

自治会長にも同様にお願いする。 

・選挙の協力 

  国会衆参議員、府知事、府議会議員、市長、市議会議員などの選挙が行

われる場合、役員・理事はそれぞれ「投票管理者」「投票立会人」として

選挙管理委員会からの委嘱を受けて協力する。 

・地域の主な年間行事への協力 

  各種団体や福祉・ボランティア団体（含む羽曳が丘Ｅ＆Ｌ）などが実施

する、羽曳が丘住民のために催される年間行事には可能な限り参加、協力

する。これも同様に３自治会長にもお願いする。 

・「区長活動助成金」「町会運営助成金」 

  市から上期・下期に分けて上記助成金が支給される。 

 区長助成金は一旦各町会の会計に入金計上し、その後は有効に活用する。 

・「町会分担金」。 

  上期は５月、下期は１０月に町会分担金（各期＝世帯数×４００円）を

連合会会計へ納める。 

・「羽曳が丘地区」 

行政上の「羽曳が丘地区」は連合会傘下の１７町会・自治会と周辺３自

治会を合せた２０町会・自治会で構成される。 通称『地区長』と呼ばれ

る区長会の会長は「羽曳が丘地区」を代表する。 また、２０町会、自治

会で構成される「羽曳が丘地区区長会」の会議には各理事は「区長」とし

て出席し、連合会役員も区長会会員として出席する。 

④ 退任役員（柏樹前会長、齋信前副会長）への記念品贈呈について提案

され、満場一致で承認されました。 

⑤ 岡橋長兵衞氏に会計監査に委嘱したことが報告されました。 

⑥ 柏樹 實、齋信繁珍両氏を顧問に選任することが提案され、満場一致で

承認されました。 
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